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(平成 22 年 11 月 20 日毎日新聞)と。では、近年の状況はどうなのか。 





ついて Web で検索したところ、教職大学院の創設された平成 20 年度は 2008 
Kei-Net(「教職大学院の現状と課題」＊定員と入学者数のみ群馬大学の人数を





ているが、合格者に対する受験者の割合である競争率は 1.34 から 1.15 へ低下
しており、志願者・受験者増を入学定員増が吸収していることが分かる。 
 同様に平成 29 年３月までに修了者を送り出した国立大学法人が教職大学院







＊兵庫教育大については、第 1•第 2 志望者分の合計 
定員充足率だけ見ると、ワースト３が長崎大 71.4%、山梨大 78.6%、兵庫教育









(平成 22 年 11 月 20 日毎日新聞)と。では、近年の状況はどうなのか。 
 科学省は、平成 27 年から 30 年まで年度ごとに、全大 の入学定員、志
願者数、入学者数、定員充足率と、大学ごとの入学 、入学者数、定員充足
率を「教職大学院：入学者選抜 ついて」４)として Web に整理している。文部
科学省が教職大学院の評価の根拠に定員充足率を重視している証左であろう。 
 詳細に分析するため、大学ごとの志願者数や合格者数を加えた状況に
ついて Web で検索したところ、教職大学院の創設された平成 20 年度は 2008 
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＊兵庫教育大については、第 1•第 2 志望者分の合計 
定員充足率だけ見ると、ワースト３が長崎大 71.4%、山梨大 78.6%、兵庫教育























っているが、長崎大は平成 30 年度から入学定員を 38 名から 28 名に削減し、
山梨大は平成 31 年度から入学定員を 28 名から 38 名に増加させる。同じ定員
充足率が低い大学でも状況や対応は異なっている。また、上越教育大は入学定
員 67名のところ受験者 78名の全員を合格させて 71名が入学した結果が 106.0%












なお、文部科学省が平成 30 年 2 月 21 日に Web に掲載した「大学院在学者・





























































































































という)７)このデータは、平成 23 年の調査が平成 24 年以降と項目が異なるた
め検討資料からは除外し、平成 29 年３月までに修了者を送り出した国立大学




















 次に、平成 24 年から 29 年までの累計で個別の状況を確かめてみる。 
すると、①合格者占有率は、岐阜大 51.4％、東京学芸大 47.2％、岡山大 44.6％
が特に高い一方、宇都宮大・大阪教育大０％、山形大・福井大 1.7％が特に低
い。②追加合格率は、宮崎大 25.8％、鳴門教育大 36.0％、岡山大 36.6％、宮
城教育大 37.5％が低い一方、大阪教育大 93.3％、群馬大 87.5％、東京学芸大
73.7％、福岡教育大 70.0％が特に高い。③未達成率は、１割を超えるのが長崎
　次に、平成24年から29年までの累計で個別の状況を確かめてみる。
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 改めて大学ごとに平成 24 年から 29 年までの累計を見ると、例えば、東京学
芸大は合格者占有率が高く追加合格率も高い a 類型、大阪教育大は合格者占有
率が低く追加合格率が高い b 類型、岡山大は合格者占有率が高く追加合格率が
低い c 類型、鳴門教育大は合格者占有率が低く追加合格率も低い d 類型、宮崎
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